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6. 静岡 県 産 コ ムラ サキ の 分 布 と 遺伝 に つい て 渡辺 一 雄 ( 浜 松 市 ) 


日 本 産 コ ムラ サキ は 次 色 が 褐色 の 正常 型 と 黒色 の 黒色 型 の 2 型 が ある . 静岡 県 産 の コム ラサ キ の 分 布 状態 は , ほ と 
ん ど が 2 型 の 混 生 地 で , 正常 型 だ け を 産 す る の は , わずか 伊豆 半島 と 富士 山麓 に 限ら れ て いる . 県 下 で は 天竜 川 , 
大 井川 , 安倍 川 の 本 支流 域 に 多く , 富士 川 で は 下流 域 に だ け 混 生地 が ある . コ ユ ム ラサ キ は 主として 河辺 林 の 優 占 種 コ 
ゴメ ヤナ ギ 人 依存 し て いる . 平地 で は 3 化 ・ 山 地 で は 1 化 な いし 2 化 と 考え を られる. 両 型 の 混 生 地 に お ける 正常 型 と 
黒色 型 の 比 は , 西部 地方 で は ほぼ 1 対 1 で ある が , 静岡 市 井川 地方 の 山地 帯 で は 1 対 $ 一 1 対 10 で 黒 色 型 が 極め て 優 
勢 で ある . 

野外 か ら 採 っ て きた 正常 型 々 から は , よく 両 型 が で る . この 場合 の 母 蝶 は 雑種 で も っ て , 正常 型 だ け を 産 す る 地域 
の 純粋 種 と は 異な る . 1968 一 1976 に 飼育 し た 結果 で は , 黒色 型 母 蝶 か ら は , ① 全 部 填 色 型 , ⑰ 正 常 型 と 赴 色 型 の ど ち 
ら か で , 両者 は ほぼ 1 対 1 ; これ に 対し , 正常 型 母 喋 か ら は , ③ 全 部 正常 型 。④ 正 常 型 対 黒 色 型 が 4 対 1, ⑤ 正 常 型 
と 黒色 型 が ほぼ 1 対 1, 以上 の 五 つ の パタ ー ン に な っ た . 頻度 数 の 最も 高い の は , 全部 愚 色 型 と 両 型 が ほぼ ば 半々 の ケ 
ー ス で ある . 

黒色 型 が 正常 型 に 劣る と 思わ れる 点 は , 黒色 か ら で た 卵 に は 無精 卵 や 黒 化し て も ぉ 化し な いも の が 多い . 羽化 し た 
も の の な か に 玩 の 姜 縮 し た も の が 多い . 幼虫 期間 が 長い . また 高倉 忠 博 氏 か ら の 私 信 に よれ ば , 黒 色 型 を 果 代 飼育 し 
て みる と , 第 3 代目 で 体質 の 弱い も る の が で る と いう . 飼育 結果 か ら 子 の 代 に お ける 両 型 の 対比 は メン デル の 遺伝 法則 
に 合致 し て いる よう に 思わ れる . 現在 , 外部 形態 か ら , 正常 型 の 純粋 種 と 雑種 と の 区 別 が し に くい こと と , 人 工 交配 
(に よっ て 多数 の 個体 を 得る こと の 困難 さ が , 研究 を 進め て いく 上 の 障害 に な っ て いる . 









































































































































7. 蝶 類 行動 咽 と ナ ワ バリ に つい て (第 2 報 ) 渡 辺 通 人 (山梨 県 ) 


第 23 回 大 会 で は , タテ ハチ ュ ッ 科 3 種 の ナ ソ バリ に つい て 報告 し た が , 今回 は ゃ アゲ へ ハ の 行動 門 と メス アカ ミド リ 
シ ジ の ナッ バリ の 観察 例 を 報告 し , 蝶 類 の 行動 圏 と ナ ソ バリ に つい て さら に 考え を 進め て みた い 

キア ゲハ $ の 行動 圏 は 1976 年 8 月 下旬 , 富士 山 の 北林 一 山梨 県 南都 留 郡 鳴沢 村 大 田 和 の 人 家 の 庭 に 形成 され て いる 
の が 観察 され た . この 個体 は ヒマ ッ リ を 中 心 た し て 264m の 地域 を 占有 し て いた が , 特に 他 個 体 を 排 訂 する よう な 行 
動 は み ら れ な か っ た の で , これ は ナッ バリ で あっ た と は 考え られ な い . 

一 方 , メス アカ ミド リ シ ジ ミ 8 の 行動 皿 は 1976 年 7 月 25 日 , 富士 山 精進 ロ 一 合 目 の 道路 脇 に ある が ガマ ズミ の 木 の 周 
囲 に 形成 され て いた . この 種 の 場合 は , 木 の 枝 先 を と まり 場 と し て 立体 的 な 行動 圏 を 形成 する . そこ で , この 個体 の 
行動 圏 の 平面 図 と 断面 図 を 描い て みる と , 平面 的 に は 6.4m の 範囲 を , 断面 的 に は 8.3m の 範囲 を 占有 し て いた こと が 
判る 、 この 個体 は メス アカ ミド リ シ ジ ミ 8・ ウ ラ ギ ン ヒ ョ ウ モ ン ・ ミ ドリ ヒュ ツウ モン ・ ス ジグ ロ シ ロ チョ ツウ ・ ホ シミ 
スジ ・ ア ズブ の 仲間 に 対し て 約 5 分 お き に 追 飛 を 行っ た が , その 範囲 は 行動 圏 の 範囲 で も っ た こと か ら , 行動 疾 全 体 が 
種 内 お よび 種 開 ナ バリ で あっ た と 考え られ る . 

これ ら の 観察 例 と これ まで の 報告 等 を 考え 合せ る と , 蝶 類 の 行動 閣 あ る い は ナッ ズバリ の 占有 形態 は 大 きぐ, ① 定 侍 
型 ( 何 日 間 も 同 じ 場 所 を 占有 する も の ), 移住 型 (時 間 帯 ご と ある い は 日 ご と に 占有 地 を 変え る も の ). ③⑨ 遠 出 型 
( 何 ヶ所 か を 往来 する も る の) の 3 型 に 類型 され る と 思わ れる . また , これ ら の 中 間 的 な 形態 を 持つ 種 も ある こと が 考 
えら れ , 同種 内 で も 時 間 帯 たよ っ て 型 が 変 移す る も る の が ある と $ ゃ 考え る . 

























































































8. ヒョウ モン チョ ウ 類 の 成虫 の 生態 早 見 正 一 (富士 吉田 市 ) 
山梨 県 三 ッ 峠 山 (標高 1786m ) に は , 1975 年 の 個体 数 調査 に より , 大 型 ヒ と 』 ウ モン チョ ウッ 類 7 種 の 生息 が 確認 され 
た . その 中 で , 個体 数 の 多かっ た ミド リヒ ュ ウ モン , クモ ガタ ヒョウ モン , ウラ ギン ヒョウ モン , ギン ボ シ ヒ ョ ウ モ 
ン の 4 種 に つい て , 成虫 間 の 生態 的 な 分 離 関係 を , 成虫 食物 , 利用 空間 , 環境 な どの 点 か ら 検 討 し た . 

成虫 食物 に つい て 4 種 を 比較 する と , ミド リヒ ュ ョ ウッ モ ン は , 人 人 工 林 林 縁 部 に 多い ウツ ツ ギ , イヌ ザン ショ ウ , ヌル デ 
な どの 低木 の 花蜜 , クモ ガタ ヒョウモン も , ウツ ギ , ガマ ズミ , ナッ シロ イチゴ, ヒメ ジ 』。 オン な ど 人 工 林 々 植 物 
を よく 利用 し て いた . 一 方 , ウラ ギン ヒョウ モン は アヤ メ , コウ リン カ , ク ガ イツ ツウ な と 草原 や その 周辺 に 多い 植 
物 , また ギン ボ シ ヒ ョ ウッ モン も ,. アヤメ, ノ ハ ラ ア ザ ミ , ク ガ イソ ツウ と いっ た 草原 を 構成 する 植物 を 主 に 利用 し て い 
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また , 利用 する 空間 , 環境 を 比較 する と , ミド リヒ ュ ョ ウッ モン は , 人 人 工 林 々 綴 の 地上 高 5 一 6 m まで の 空間 を よく 利 
用 し , クモ ガタ ヒュ 』 ウ モン 個体 数 こそ 少な か っ た が , 同様 の 傾向 を 示し た . 一 方 ウラ ギン ヒ 』 ウ モン は 草原 上 0 一 
1 m の 空間 を きわ め て よく 利用 し , 人 工 林 々 縁 に も 少し 広がり , ギン ボ シ ヒ ョ ウッ モン も , 草原 上 0 一 1m の 空間 を よ 
く 利 用 し て , 天然 林 々 縁 る いく ら か 利用 し て いた . 

以上 の こと か ら , これ ら 4 種 の と 』 ウ モン チョ ウッ 類 は , ミド リーー ク モ ガ タ と いう 人 工 林 林 緑 に 広く 生活 する グル 
ー プ と , ウラ ギン シーー ギ ン ボ シ と いう 革 原 的 環境 を 中 心 に 生活 する グル ー プ と に 大 別 さ れる . つま り , この 2 グル ー 
プ は , それ ぞ れ 成虫 の 利用 食物 や 生活 全般 た 要する 空間 に つい て , 相 異 する 面 が あり , 両者 は 調査 地内 に お いて , こ 
れ ら の 要素 に 関し て , や や 不明 瞭 な が ら , 生態 的 に 分 離す る 傾向 が ある と 考え られ る . 




















9. ベニ シジミ の mating systemn 鈴木 芳 人 ( 九 大 ・ 農 ・ 生 防 研 ) 


ベニ シジミ 8 は , すばやく は ば た いて 飛ぶ 対象 を 追 飛 し て は 繰り 返し 同一 の み は り 場 に 舞い 戻る 習性 を 示す . この 
いわ ゆる な わ ば り 行 動 に よっ て 本 種 $ は % と の 出会い を 確保 し て お り , 飛来 し た \ を 追 飛 し た あと 交尾 を 試み る . し 
か し な が ら , 交尾 成立 に 到 る 追 飛 例 は 少な く , 通常 は が 殖 を ふる わせ つつ 歩行 し , 茂み に も ぐる 行動 に よっ て 交尾 
を 回 避 す る . 交尾 を 回 避 し た ゃ を 解剖 し た と ころ , すべ て の 個体 の 精 包 数 は 1 また は 0 で あっ た . この 結果 は , 既 交 
尾 ? が 再 交尾 し な い ば か り で な く , 未 交 尾 ? も 交尾 を 回 避 す る 場合 の ある こと を 示し て いる . 羽化 直後 の や を マー ク 
・ 放 遂 し て 調べ た 結果 , 日 似 3 一 4 日 の ゃ は 多く が 交尾 を 受け 入れ る が , それ 以前 の ゅ は 交尾 を 回 避 す る こと が 明 ら 
か に な っ た . し か し , \ が 交尾 を 受け 入れ る か 否 か は 日 史 よ りゃ 卵巣 の 発育 度 と 関係 が あり , 卵巣 小 管 中 の 卵 が 緑色 
と な る ステ ー ジ に 達し た 個体 の 交尾 率 は 著しく 高かっ た . これ に 対し , 日 見 8 日 以上 で も 卵巣 が 全く 未 誤 な 個体 は す 
べ て 未 交 尾 の まま で あっ た . 

$ が ゃ の 飛来 を 待ち うけ る 本 種 の 配偶 様式 は , 上 述 の と お り ぐ が 羽化 直後 に 交尾 し な いこ と と , 交尾 可能 な の 出 
現 期 が 長期 に 及ぶ こと と 密接 な 関係 が ある と 思わ れる . な お , 本 種 * の 卵巣 成 封 が モン シロ チョッ な ど に 比べ て 遅い 
こと は 成虫 の 寿命 が 比較 的 長い こと を 示唆 し て お り , それ を 裏付け る 予備 的 結果 が 得 ら れ て いる . 



































10. モン シロ チョ ウ ・ ス ジグ ロ シ ロ チョ ウ の 小 和 観察 矢 野 幸 夫 ( 千 葉 市) 


モン シロ チョ ウッ ツ と スジ グロ シロ チョ ッ ウッ に つい て 千葉 市 (1975 年 ) で 調べ た こと を いく つか 報告 し た い . 

産卵 中 の 成虫 と 卵 ・ 幼 虫 の 目 げ き 数 を 植物 別に か ぞ え た . 陽 地 で は キャ ベッ 類 ・ コ マッ ナ ・ ダ イコ ン に モン シロ が 
見 られ . スジ グロ は 極め て 少な い . 半 陰 地 で は キャ ベツ 類 . ムラ サキ ハナ ナ \* (ハナ ダイ コン ) に 両 種 が 見 られ た . 
特に ムラ サキ ハナ ナ に は 多く , 4 月 か ら 10 月 に わた っ て 観察 され , チョ ッ の 種別 で は モン シロ に 比 し て スジ グロ が 多 
か っ た . 

4 月 , 開花 中 の ムラ サキ ハナ へ の 産卵 部 位 を 調べ た と ころ , 草 高 63cm の 株 に は 高 さ 27 一 59cm (平均 41.3cm) に スジ 
グロ 卵 が 16 個 , 33 一 44cm (平均 36. 7cem) に モン シロ は 卵 が 3 個 産 ん で あっ た . 両者 の 平均 値 は 明か な 差 は 認め られ な 
い . 草 高 47cm の 株 に は や や 低く , 草 高 120m の ュ マ ッ ナ へ は お よそ 30 一 60cm の 範囲 に 産卵 され て いた . 

5 月 1・2 日 , モン シロ ・ ス ジグ ロ に 産卵 させ , 屋外 飼育 に より キャ ベツ ・ ム ラサ キハ ナナ 上 で の 生育 日 数 を 比較 
し た . モン ジロ の 産卵 か ら 羽 化 ま で の 日 数 は , キャ ベツ 区 で は , 40.7 日 (50 匹 平均 )) ムラ サキ ハナ ナ 区 で は 41. 9 日 
(47 匹 平均 ) と な り , 後者 が わずか に 長い . スジ グロ は 天敵 の 侵入 な ど に より 明瞭 な 結果 は 得 ら れ な か っ た が , ムラ 
サキ ハナ ナ 区 で は , モン シロ と 類似 する よう で ある . 

これ と は 別に , ムラ サキ ハナ ナ 上 の 幼虫 を 採集 し , 容器 内 で その 葉 を 与え て 飼育 し た と ころ , スジ グロ ・ モ ン シ ュ ロ 
と も に 支障 な く 生 育 し た . 

以上 の 結果 か ら , 数 年 来 家 庭 で の 栽培 が 目立つ よう に な っ た ムラ サキ ハナ ナ は , スジ グロ の 食 草 と し て 役立っ て い 
る と 判断 され る . また モン シロ に と っ て も ぁゃ 役立っ て いる と 考え る が , キャ ベツ ほど 良好 な 食 草 で は な いか も し れ な い . 
陽 地 と 半 陰 地 の 卵 ・ 幼 虫 数 の 差 は 成虫 の 飛来 度 に よる と ころ が 大 きい と 考え る . 

% 塚本 洋太郎 閉 , 原色 園芸 植物 図鑑 (保育 社 , 大 阪 ) に よれ ば , オオ アラ セイ トウ ・ ハ ナダ イコ ユン と は 別種 で ある . 
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